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、(主査,
教授 竹 内 利 美 助教授 田 原 音 和
助教授 塚 本 哲 入
論 文 内 容 の 要 旨
この論文で取 鉦ヒげたことは、米国建国以来伝統的に存在してきた教育重視の思想が社会の科
学的認識の態度と結びついて、教育社会学の成立を生み出 した事情、 ウオー ドによって創始され
た教育社会学力㍉ 社会学の分化の方向に応じてどのように変ってきたかということ等である。 こ





4.農 村社会学 と関連 した教育社会学
5.シ カゴ学派の教育社会学
5知 識社会学、職業社会学、学校社会学 としての教育社会学
Z社 会問題 と関連 した教育社会学
8.階 級構造論 と結びついた教育社会学
免 社会学理論における教育
である。私はその各々の傾向について詳細に分析 し、結局、教育社会学がその学闇的性格 を明 ら
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か に する ため には教 育現 象 を ぱ社 会学 的 に基礎 づ ける必要 が あ り、 ウオ ー ドの伝 統 に帰 るぺ きで
ある との認 識 に 達 し、 そ の可能 性 を、 パ ー ソン ズ と リースマ ンの理 論 に もとめ た もの で ある。
わ が 国 の学 界 に塾い て前 記 のよ うな課 題 をいか に 取 わ上 げ て きた の であ ろ うか。 まず 米国 社会
学 史 の研 究 をみ る と、 戦後 、 大 道安 次 郎氏 の 「米国社 会学 の 潮流 」、馬 場 明 男、早 瀬 利 雄両 氏編
「現 代 米国社 会学 」をは じめ2、3の 本 が 出版 され てい る。 しか し、 原 資料 に基 づい て独 自 の角
度 か ら分析 を行 なった のは 鈴 木 栄太 郎氏 の 「農村社 会学 史 」 と、早 瀬 利雄氏 の 「 ア メ リカ社 会学
成 立 史論 」位 では ない か と思 う。 た だ この両書 の場 合 、 ア メ リカ社会 学 全 般 の流 れ に 関連 した も
の で もな ぐ、 教育 社 会学 に 関連 す る ところ は 少 なかっ たの で あ る。
ゼ 方 、 米国 の教 育社会 学 思 想に つ いて は 、 古 ぐは 田制 佐 重氏 の紹介 が あ り、最 近2、3の 論文
が 書 かれ て いるA田 制氏 の論 文 等 の例 外を 除い ては 大 部 分第2次 的 資料 を利 用 した も のが 多 ぐ、
また 、教育 社会学 をみ る に あた って、他 の社 会学 ④部 門 との 関連 を無視 してい る。 私 は この よう
な学 界の 状況 に 不満 を感 じ、 次 の諸点 を考慮 に入 れ て米国 教育 社 会学 史 の研 究 を実 施 した のであ
る。 それ は第1に 、研 究 は独 創的 で な けれ ば 壕 らない とい うこ とで あ る。 この 意味 は、研 究 に当
た って、 既発 表 の 「学 説 史 」の翻訳 ま た は要 約 を作 成 す るの では な ぐでき る限 り原 典 に 当た って、
研 究 者 独 自の立 場 か ら学 説 の流 れ を考 え て み る ことに努 め た。 次 に考慮 に入 れ た点 は、 教 育社 会
学 をぱ 社会 学 の1部 と して 取 り上 げ た こ とで あ る。 往 々 に して 「教 育社 会 学 」とい う題 名 を もつ
著 作 を と りあげ て、 これ が 教 育社 会学 であ る と考 え 易い。 しか し私 は 、教 育社 会学 は社 会学 の1
部 門 で ある とい う立 場 か ら、 主 な社 会 学 者が 教 育 をい か に考 えて きたの か、 社会 学 体 系中 に おい
て教育 はい か な る地位 を与 え られ て きた の か特 に教 育 社 会学 は社 会 学 の他の 部 門 とい かに 関連 し
て い るのか を究明 しよ うと した。
第5た 、私は 学 説 の歴 更 を考 える 場合 に 、思想 の社 会 学 とい う立場 を採用 し允。 学説 は真 空 に澄
い て生 まれ るの では な ぐ、 特定 の社 会 、特 定 の 時代 に 冷い て、 そ の歴史 的 条件 の下 に生 み 出 され、
そ の下 に詮い て影 響 力 を もつ もの で あ る。 この 為 に、 そ の生 み 出された社 会 的 状況 を知 る こ とは
学 説 の理 解 に と って必 須 の条 件 を な してい る。 しか しなが ら、 社 会 的 状 況そ の ものが、 その まま
直接 に学 説 に反 映 す る もの では な い。 そ こには 現実 と学 説 と を媒 介 す る もの と して 、学者 が 存在
す る。 よ り抽象 的 に表 現 する 左 らば、 歴 更 はそ のま ま、 思想 、 観念 に結 びつ くの では な ぐ、 そ の
中聞 に入闘 が 存在 す る もの と考 え な けれ ば な らぬ。 そ こで、 思想 と して表 現 され る学説 の 歴史的
背 景 を知 る手掛 りと して、私は 学者 自身 の生活 を重視 しな けれ ば な らない と考 えた。 これが 思想
の社 会学 で あ って、 私 の この研究 は 社会学 者 の社 会学 と も名付 け る ことが で きよ う。 最後 に私 は
この教 育社会 学 史 を蒔 間 的 に も包括 的 な もの と し ようと考 え た。 この為 に私は 建 国以 来 の教 育重
視 の思 想 がい か に教 育 社会 学 と して確 立 した のか 、そ れ が 窪955年 頃 まで いか に発 展 したのか
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を 見 た 。 こ うす る こ と に よ って 私 は 米 圏 教 育 社 会 学 更 の「 般 的 潮 流 を明 らか に す る こ とが で き だ
の で あ るo
私 の 見 る と こ ろ で は、 米 国 教 育 社 会 学 史 に つ い て は 、 ま と 重 っ た研 究 が 今 霊 で2つ あ った 。 一
っは ワ ル タ ー の 「 米 国 に 澄 け る 社 会 学 と社 会 諸 科 学 」(AndrθasWaユther、SOzioユ ー
ogieundSoziaユwiss.enschaftθninA月aerika1927)で あ わ、 も う一
つ は ロ マ ンの 「、米 国 教 育 に 詮 け る社 会 学 の 地 位 」(Fredθ.rickW、Roman、La:p■aceタ
d.e■aSocio=Logied哉nsユEducationauxEta七s-r巴nis、1923}
であ る。 両者共 包括 的 な研 究 では あるが、 すべ て1927年 以 前 の闇題 を と わあ げ て いる しミ前 記
に挙 げた私 の要望 を満 たす もゐ では ない。 この意味 で 私 の研 究 は それ を独 自の存在 意 義 を もつ も
ので あるo
論 文 審 査 結.果 の 要 旨
本 論 文 は ア メ リカに 冷 ける 教 育社会 学 の成 立 と発展 を、 ア メ リカ社 会学:全般の 生成 と発 展 の流
れ に即 して学 説 史 的に 解明 しよ うとす る もので、 と くに 「教 育社 会 学 」が い かに して科学 と して
確 立 する に至 っ たか を究 明 す るこ とに主眼 が澄 かれ て い る。(D教 育社 会学 の成 立、(m教 育社 会学
の諸 傾 向の2部 門 か らな り、㈲ では 教 育 の社 会性 の認 識 と、 社会 学 の確立 過程 とを学 説 史の うち
にた ど りつつ 、 両者 の結節点 に位 す る ウオー ドの教 育理 論 、 社会学 説 を も って、 ア.メリカ教 育 社
会学 確 立 の起 点に 位 置 づけるσ⑲ では ウオ ー ド以 降 の 教育社 会 学 の分化 と発 展 を 多方 面 に わた っ
て検 討 した もの で、 と ぐに ク ー リー、 エル ウ ッド、 タ マ ス、 ウオ ー ナー ス ネデ ン な どの学 説が 一
克 明 に分析 され てい るσ 両部 を通 じて 、.著者 の在 米中 におけ る 広 汎 な文 献研 究 の成果 が よぐ示 さ
れ てい る点 が 、 と くに注 目され るので ある。参 考論:文に は ウオ ー ドの教 育社 会学 説 の 詳細 な解 明
と、 タマスの社 会学 理 論 の研 究 の2編 が 充 て られて い るが、 と もに 本論 文 を補 うす ぐれ た論考 で
あるo
ア メ リカ教 育社 会学 史 に関 する著作 の きわ め て とぼ しい わが国 に知 い て、 本 論文 は そ の点 だけ
につ い て も貴 重 な業 績 で ある が、 さ らに以 上 の よう な きわ.めて 広い 分野 に わた る教 育社会 学 説 の
包 括的 分 析は 、全 ぐ独 創的 な もの で あ って、学界 に寄 与 す る ところが きわ め て 多大 で ある 。
よ って、本 論文 の成 果 は 教 育学 博士 の学 位 を授 与 さ れ るに 充分 な もの とみ とめ る。
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